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漆
の
ホ
テ
ん
で
防
催
し
た
＜

今
年
度
は
同
協
会
創
立
６。

周
年
を
迎
え
、
４
月
■
日
に

一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
た

節
目
の
年
。

昨
年
度
は
、
道
が
公
募
し

た

「産
学
連
携
道
産
低
炭
素

化
技
術
振
興
モ
デ
ル
事
業
委

託
業
務
」
に
、
同
協
会
が
代

表
を
務
め
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
に
よ
る

「北
海
道
型
低
炭

坦
畔
梨
利
厚
標
衛
疼
沐
陽
寵

池
の
大
容
量
化
な
ど
を
高
度

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

寒
冷
地
向
け
の
低
炭
素
住
宅

を
開
発
す
る
も
の
。
昨
年
１２

月
に
は
断
熱
技
術
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
を

複
合
化
し
、
コ
ス
ト
的
に
実

現
可
能
な
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
住
宅
に
向
け
た
目
標
性
能

の
検
討
を
行
う
た
め
、
石
狩

会
に
嘩
詳
し
て
い
た

一北
潅

道
地
域
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
事
業
」
が
採
択
さ
れ
、
消

費
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
冊

子
の
作
成
、
住
宅
の
性
能
向

上
リ
フ
ォ
ー
ム
の
技
術
講
習

会
な
ど
も
行

っ
た
。

同
協
会
が
代
表
を
務
め
、

国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
長

期
優
良
住
宅
先
導
事
業
に
採

択
さ
れ
た

「北
海
道
北
方
型

華
を
集
加
‐
詮
ノ奪
展
帽
加
起

工
事
分
と
し
て
千
歳
市
内
で

２
棟
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
工
事

を
行
う
。

専
門
研
究
分
野
は
昨
年

度
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
耐
震

性
向
上
な
ど
６
つ
の
研
究
委

員
会
が
活
動
。
今
年
度
は
新

た
に

「補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト

プ
ロ
ッ
ク
造

（セ
ラ
ミ
ッ
ク

プ
ロ
ッ
ク
含
む
）
の
耐
震
診

断
規
準
及
び
補
強
法
検
討
」

と

「木
造
住
宅
の
構
造
設
計

技
術
と
普
及
に
関
す
る
研

究
」
の
各
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
予
定
。

総
会
時
の
正
会
員
数
は
■

■
７
人
、

７９
社
。

総
会
終
了
後
は

「創
設
６。

周
年
記
念
講
演
会
」
が
開
催

さ
れ
、
ま
ず
地
方
独
立
行
政

法
人
北
海
道
立
総
合
研
究
機

構
理
事
長
の
丹
保
憲
仁
氏
が

「
２．
世
紀
の
世
界
と
北
海
道

～
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
食

・
水
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

産
業
革
命
を
機
に
消
費
量

が
増
大
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

写
真
①
挨
拶
す
る
川
治
会
長
、写
真
⑤
講
演
会
に
は
約
２
０
０
人
が
参
加
し
た

ゼ

ロ
か
ら
分

か
る

ス

マ
ハ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

向
上
総
研

ビ
ル
ダ
ー

・
工
務
店
支
援

の

「ビ
ル
ダ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
」

を
運
営
す
る
経
営
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
向
上
計
画
総
合

研
究
所

（札
幌
市
）
は
、
７

月
５
日

（木
）
午
後
■
時

３。

分

か

ら

札

幌

商

工
会

議

所

（
札
幌
市
中
央
区
北
■
条
西

２
丁
目
）
で
、
「ゼ
ロ
か
ら
分

か
る
ス
マ
ハ
」
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。

施
主
か
ら

「ス
マ
ハ
の
補

助
金
は
？
Ｌ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
設

置
で
き
る
？
」
と
聞
か
れ
て

困

っ
て
い
る
工
務
店
経
営
者

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
。

東
日
本
大
震
災
以
降
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
状
況
を
受
け

て
、
国
は
創
エ
ネ

・
蓄
エ
ネ

設
備
の
導
入
を
加
速
さ
せ
て

い
る
。
既
に
太
陽
光
発
電
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理

（
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
）
、
蓄
電
池
、
燃
料
電
池
各

シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
が
受
付

開
始
さ
れ
た
ほ
か
、
７
月
■

日
か
ら
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

先
進
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト

ハ
ウ
ス
に
対
す
る

一
般
消
費
者
の
関
心
は
高
ま

っ
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
同
社
と
業

務
提
携
し
て
い
る
住
宅
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ

（東
京
都
）

の
北
上
義

一
社
長
が

「ス
マ

ー
ト
ハ
ウ
ス
の
つ
く
り
か
た
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
。

住
宅
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

は
全
国
の
工
務
店
約
２
０
０

０
社
を
東
ね
る
共
同
仕
入
れ

事
業
で
、
話
題
を
呼
ん
で
い

る
。北
上
社
長
は
、
補
助
金
を

上
手
に
活
用
し
た
大
手

ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
の
先
進
事
例
な

ど
を
基
に
、
地
域
の
ビ
ル
ダ

ｌ

ｏ
工
務
店
で
も
導
入
可
能

な
ス
マ
ー
ト

ハ
ウ
ス
の
提
案

方
法
を
説
明
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
の
■
つ
は
ス
マ

ー
ト

ハ
ウ
ス
の
入
り
口
で
あ

る

「見
え
る
化
」
設
備
。
補

助
対
象
機
器
を
用
い
て
安
く

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導
入
す
る
方
法

な
ど
を
解
説
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
北
海
道
住
宅

通
信
社
の
野
島
宏
利
社
長
が

「先
進
事
例
に
学
ぶ
補
助
金

活
用
術
」
を
テ
ー
マ
に
、
複

雑
化
し
て
い
る
補
助
金
等
を

上
手
に
活
用
し
て
い
る
事
例

な
ど
を
紹
介
す
る
。

参
加
費
は
■
人
５
０
０
０

円
。
ビ
ル
ダ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
会

員
は
無
料
。定
員
２。
人
。

参
加
申
込
み
は
同
社
札
幌

本
社
ま
で

。
電
話

Ｏ
■
■

（７
３
８
）
７
２
５
５
。

国
ｒ

宅
型
一

卜
整
”

度
募
一

た
。
一

日

貧
同
一

子
育
´

保
要
一

と
し
´

住
宅
一

バ
リ
一

修
工
一

す
る
¨

０
万
一

用
の
（

も
の
（

宅
確
一

拒
ま

，

め
ら
・

間
ヽ

実
施
」

２
■
月

法
人
化
。
ブ

ロ
ッ
ク
の
製
造

と
品
質
管
理
を
手
掛
け
た
ほ

か
、
道
立
ブ

ロ
ッ
ク
建
築
指

と
、
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
特
質
を

生
か
し
た
省
エ
ネ
住
宅
を
研

Ｆ
に入バ持続可能な社

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
も

１０
億
人
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
を
賄
う
の
が
や

っ
と
」
と

い
う
の
が
現
状
。
「高
速
増
殖

炉
の
よ
う
な
更
な
る
原
子
力

技
術
か
、
太
陽
光
発
電
な
ど

で
■
Ｏ
Ｏ
億
人
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
を
賄
え
る
ソ
フ
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー
系
の
獲
得
し
か
人

類
が
生
き
残

っ
て
い
く
道
は

な
い
」
と
説
明
。
「い
ず
れ
に

し
て
も

（獲
得
に
）
失
敗
す

れ
ば
、
人
口
減
少
や
経
済
の

崩
壊
な
ど
を
招
き
か
ね
な
い

れ
た
。

９５
年
に
建
材
ブ
ロ
ッ
ク
協

会
が
メ
ー
ソ
ン
リ
ー
建
築
普

及
促
進
協
議
会
を
吸
収
合
併

す
る
形
で

「社
団
法
人
メ
ー

ソ
ン
リ
ー
建
築
協
会
」
が
発

し
、

・２
年
に

一
般
社
団
法
人

に
移
行
し
た
。

０８
年
に
解
散
し
た
北
海
道

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

か
ら
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

事
業
と
Ｂ
Ｉ
Ｓ

（断
熱
施
工

現
在
、
経
済
活
動
だ
け
で
年

間
１２
～
・５
ｔ

（テ
ラ
）
Ｗ
ｈ

が
消
費
さ
れ
て
い
る
。
２
■

〇
〇
年
頃
に
は
年
間
３。
ｔ
Ｗ

ｈ
ま
で
増
え
る
と
予
測
さ
れ

て
お
り

、
丹
保
理
事
長
は

「化
石

・
原
子
カ
エ
ネ
ル
ギ

ー
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
ず
、

こ
の
ま
ま
で
は
化
石
燃
料
だ

け
で
な
く
、
ウ
ラ
ン
な
ど
原

発
に
使
う
資
源
も
枯
渇
す

る
」
と
指
摘
。

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
「太
陽

念詰
北海道建築技

と
い
う
覚
悟
が
必
要
」
と
強

調
し
た
。

北
海
道
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
と
同
等
の
人
口
ｏ

面
積
で
、
札
幌
市
を
中
心
と
し

た
地
方
大
都
市
圏
と
、
そ
れ
以

外
の
■
次
産
業
が
発
達
し
た

地
域
が
併
存
し
、
「国
と
し
て

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
」
。

古
代
か
ら
文
明
は
河
川
流

域
を
中
心
に
栄
え
て
き
た
が
、

現
在
で
も
河
川
流
域
に
都
市

が
あ
り
、
周
辺
に
田
畑
が
あ
る

構
造
は
変
わ
ら
な
い
。

「人
間
社
会
は
■
人
に
つ

き
■
つ
の
職
能
し
か
身
に
着

け
ら
れ
な
い
社
会
。
都
市
圏

で
は
■
つ
の
職
能
で
生
活
し

て
い
け
る
が
、
そ
れ
以
外
の

地
域
で
は
２
つ
の
職
能
を
身

に
着
け
ら
れ
な
け
れ
ば
飢
え

が
待

っ
て
い
る
」
と
指
摘
。

「北
海
道
で
も
、
２
つ
の
職
能

を
身
に
着
け
た

『
複
能
人

間
』
に
な
れ
る
よ
う
協
同
じ

て
働
く
こ
と
が
、
限
界
集
落

を
減
ら
す
意
味
で
も
必
要
」

と
訴
え
た
。

続
い
て
、北
海
道
大
学
名
誉

教
授
で
同
協
会
前
会
長
の
荒

谷
登
氏
が

「欠
点
対
応
か
ら

良
さ
発
見
型
の
技
術
発
想
へ
」

と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

荒
谷
氏
は
、
「イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
中
心
に
情
報
が
氾
濫

す
る
社
会
に
な
り
つ
つ
あ
る

が
、
社
会
や
自
然
の
中
に
あ

る
不
都
合
を
見
出
し
て
周
囲

を
変
え
て
い
く
欠
点
対
応
型

の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
。
周
囲

の
良
さ
を
伝
え
る
情
報
が
決

定
的
に
欠
け
て
い
る
情
報
偏

向
社
会
に
な

っ
て
い
る
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
で

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や

省
エ
ネ
が
叫
ば
れ
る
時
代
に

な

っ
た
が
、
「自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を
発
見
、
尊
重
し
、
親
し

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
。
欠

点
対
応
型
で
は
見
え
て
こ
な

い

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
も
あ

る
」
と
力
説
し
た
。

ス
テ
ム
｝

代
表
と
・

の
外
断
新

っ
て
い
ス

川
治
△

協
会
に
許

能
な
社
△

活
動
し
グ

北
総
研
ふ

治
体
と
汁

道
の
建
構

及
に
取
い

て
い
る
。
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